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上田東ロータリークラブ

“ロータリアン”であることを誇りに　“ロータリーライフ”を楽しみ

“ロータリー”の喜びを広めましょう
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企業に伴走、四半世紀　～智慧の結集で地域の未来を拓く～

一般財団法人 

浅間リサーチエクステンションセンター

　専務理事・センター長

　信州大学特任教授（工学博士）　

岡田基幸　様

　テーマは「企業に伴走、四半世紀～智慧の結集で地域

の未来を拓く～」として、自己紹介、ARECの活動紹介、

地方創生について、お話しをさせていただきます。

　まずは、自己紹介させていただきます。大阪市平野区

長吉にて1971年生まれました。真田幸村公は戦勝祈願

のため、（最期の前日）、長吉神社に軍旗と刀剣を奉納さ

れました。

　上田市･東信の産業振興に携わり26年目となります。

地域の製造業の支援に発し、現在は、就職・採用、女性

の創業、大学発ベンチャー、商店街活性化、地域スポー

ツ、観光・ＵＩＪ・移住、留学生・特定技能、次世代農

業、+519worklodge（上田市技術研修センター）の管

理運営、広域連携等まで幅広く実践しています。持論は

「上田は、製造業が元気になれば、飲食業、サービス業、

不動産業、農業等の多くの産業が元気になる。」です。

　浅間リサーチエクステンションセンター（AREC）は、

2002年2月に、上田市が、繊維学部キャンパス内に設置

いたしました。（4階建・レンタルラボ18室）早や、開設

22年目となり、常時満室（80～100万円/室・年で会員

は36社→440社・団体になっております。会員企業から

は、技術の照会が増えたり、企業連携が起こったりして

いると評価されています。また、ものづくり補助金・事

業再構築補助金等の申請の際にも、採択のポイントなど

を個別具体的な指導も評価いただいています。

　地方都市の変化の波頭として、感じることは、「焼け

石に水」という、半ば諦めの気持ちではなく、「焼け石

を砕して冷ます気概」に溢れる方が増えていることです。

さらには、安価に、優れた技術の商品が手に入る時代に

なったということです。それらの活用した地方の新たな

サービスや革新的な動きが出ています。優れた技術とは、

例えば、WEBカメラ、3Dプリンター、ICタグ、ドロー

ン、フリーズドライ、CAS凍結、ChatGPT、AI、VR、

自動運転、5G、音声入力、自動字幕・翻訳、遠隔診察、

ZOOMなどです。また、リゾートテレワーク、デジタル

ノマドビザ、オンライン教育他、新たな局面がきていま

す。わたしは、日本の地方の課題は、世界の（地方の）

課題で、課題に心底気づけるのは、その場にいる人だけ

です。上田の課題解決が世界を救うこともじゅうぶんに

ありえます。

　企業支援の心構えとしては、ネットワークが拡がるに

つれて、看脚下が必要です。案件は地域に溢れるよう

になりました。事業化の成功には再現性はありません

が、失敗には再現性があると感じており、大失敗をさせ

ない工夫も必要です。一方、大都市との支援力格差もあ

り、企業流出の危機にも面しています。企業経営者にカ

ラ元気でも良いので魅せ続けることも必要で、東信州10

市町村連携に繋がりました。

　今後は、地域の技術集積を武器に、長野市・富山・石

川・福井に仕掛け、上田がその中核になることを目指し

ます。（北陸新幹線沿線で、東信ほど、基盤技術が集積

している地域はありません。）その後、アジア・世界か

ら、注目される地域にもなりえます。また、これらを支

えるには、人材採用、定着の支援に重きを置くことが

重要です。人が育まれる地域は、産業が活発になります。

脱理系神話、人材の発掘・育成・定着までの着実な流れ、

適材適所や異次元の働き方改革等のサポートなど、積極

的に実践してまいります。今後の地域発展の30年の計と

して、もはや、待ったなしです。
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●司　　会 飯島裕也君

●斉　　唱　「我等の生業」

●ゲ ス ト 岡田基幸様（AREC専務理事・センター長、信州大学特任教授）

●ビジター 山口　登君（ハワイ ワイキキRC）

●ラッキー賞　山寺髙太郎君（季節のアレンジ花）

●友 愛 賞 工藤　恒君（渡辺君よりチョコレート）



［次週のプログラム］ 3月13日（水）、20日（水）休会　27日（水）会員卓話 遠藤隆幸君

　　　　　　松山賢太朗君（北村君より日本酒）

　　　　　　手塚多佳彦君（小田中君より本とお菓子）

　　　　　　遠藤隆幸君（飯島洋一君より博多だし屋のだし）

　　　　　　村上　泰君（山本君よりお菓子）

　　　　　　橋詰洋平君、田守正彦君（山口君よりカレンダー）

（友愛賞のつづき）

小田中「45周年式典の記念講演講師丸山清光さんの新著です」

山口「祝日が日本と違っていますのでご注意下さい」

■会長挨拶　　　　　　　　　　　　　上原　達 会長

　2月23日は、ロータリークラブの創立記念日でした。

1905年（明治38年）のこの日、アメリカ・シカゴで青

年弁護士ポール・ハリスが、友人3人とともに世界初の

ロータリークラブを設立しました。

　ロータリークラブは、「会員同士の親睦を深め自己啓発

を進めながら自分の職業を生かして世界や地域に奉仕し

て行くこと」を目的としています。現在では200以上の

国や地域に約3万のロータリークラブがあり、約120万

人の会員がいます。ロータリーのマークは、輪番・回転

にちなみ6本スポークの歯車がシンボルマーク（エンブ

レム）であるとのことです。

　さて、2月17日に行われました東信第一・第二G合同

のIM・会員セミナーの報告をさせていただきます。今回

は、上田東RCも東信第一Gの南佐久RCとともにホスト

クラブでありました。

　1月22日に、事前打合わせで、西入G補佐、田守・飯

島G補佐幹事、松山幹事、私の5名で会場視察を兼ねて

訪問してきました。南佐久RCは11名（実質10名）の

小さなクラブでガバナー補佐を出し、古着DEワクチン、

IM・会員セミナーを主幹で執り行うのはとても大変なこ

とだったと思います。

　IM・会員セミナーの当日も、南佐久RCの担当は決まっ

ていましたが特段指示があるわけでもなく、当クラブの

参加いただいた皆さんが自主的に担当の係で動いていた

だき、最後のお見送り迄とてもスムーズな運営ができた

と思います。皆さんのご協力ありがとうございました。

　第一部の会員セミナーでは、能登半島地震への寄付金

の状況の報告があり、地区から500万円、各クラブから

の金額340万円、合計840万円を2610地区へ送金したと

のことです。

　「変わりつつある国際ロータリーとクラブ運営」と題し

ての、桑沢PG（次年度アクションプランチャンピオン）の

講演では、会員減少を防止するための施策として、RAC、

衛星クラブ、社内RCなど新たなクラブの創設が提案さ

れておりましたが、会員増強だけを目指した、私にはな

じめないロータリークラブ運営施策だと感じました。

　第二部、佐久総合病院統括院長　渡辺先生の「Think

 globally 、Act locally」講演は、英語表記の演題と

違い「世界の事を考えて、地域で活動をする」といった、

とても分かりやすい内容でした。まさに我々ロータリア

ンが日々無意識に活動をしていることと同じだと思いま

す。地球の健康を考えるとまずは、日本の健康を考え、

自分の健康を考える。先生は、何気ない愛犬との日々の

散歩を通し、自身の健康と日々移り変わる身近な自然を

感じ心身ともに健康を保つ「自分の健康が世界の平和に

つながる」事を実践されておられました。

　まさに「Think globally，Act locally」だと思いました。

我々ロータリアンは、「Think globally，Act Rotary」で

行きたいと思います。

■地区より、次年度地区委員の委嘱状が届きました。

飯島洋一君：ローター

　アクト委員長／危機

　管理委員

佐藤友則君：RLI委員長

増田篤子　：R財団

　　地区補助金小委員

■出席報告

岡田基幸様、山口登（ワイキキRC）、飯島（裕）、飯島（洋）、

上原、遠藤、小田中、北村、工藤、倉島、後藤、小林、関、

滝澤、竹内、竹花、玉井、田守、塚田、手塚（多）、手塚（た）、

橋詰（洋）、松山、宮坂、宮澤、母袋（創）、母袋（卓）、

栁澤亨、栁澤誠、山寺、山本

※山口　登君／アロハ。今日お世話になります。

※母袋創一君／岡田さん、ゲストスピーチ宜しく。

※遠藤隆幸君／週末の雪は大変でした。停電でご迷惑を

おかけしました。

※竹内　強君／2月15日の信毎の反響にびっくりです。

本日の金額／45,000円　　累計／936,000円

さ
ん

ニコニコ B O X （敬称略）

本　日

前々回

正会員数 ベース 欠席 メイク 出席率
52 48 16 ― 66.67％

52 49 13 8 89.80％

●親睦コンペin群馬県 高梨子俱楽部（2月23日・祝）　

　あいにく霙交じりの悪天候でしたが、ご家族を含め

14名で和気藹々とプレー。上田に戻っての表彰式も

大いに盛り上がりま

した。

優　勝　西入悦雄君

準優勝　関　邦幸君

３　位　北村　豊君

次回は3月31日（日）

望月リソルで予定。


